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おわりに 

 

本計画は，弥陀ヶ原の噴火履歴とそれにもとづく種々の分析から，今後発生が予想される

土砂移動現象の推移を噴火シナリオにとりまとめ，そのシナリオに基づく減災対策の方針

を示したものである。 

火山噴火時に火山噴火緊急減災対策砂防を速やかに実施するためには，平常時からの準

備が不可欠である。平常時の準備は資機材や用地の確保等ハード面の準備もさることなが

ら，噴火時に連携しなければならない学識経験者や関係機関との「顔の見える関係」が重要

である。 

今後は，計画の実効性を確保し，緊急時に円滑かつ効率的な対応を実施できるよう，ＰＤ

ＣＡサイクルによる行動に努めるとともに，「顔の見える関係」の構築により，関係者全員

が万全の体制で弥陀ヶ原の噴火に備えることが，火山噴火の被害を最小限にとどめる鍵と

なる。 
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（問い合わせ先） 

国土交通省 北陸地方整備局 立山砂防事務所 調査課 

〒930-1405 

富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂61番地 

TEL.076-482-1111 FAX.076-482-1101 

 


